
山口県下関市竹崎町四丁目２番36号
お問い合わせ先　０８３－２２３－７１２４

（営業日の９：00～17：00）
ホームページ　http://www.ymam.co.jp/

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式

信 託 期 間 2017年４月21日から、2022年４月20日まで
です。

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主 要 投 資
対 象

イ）次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適
格機関投資家限定）の受益証券
ロ）マネープールファンド（ＦＯＦｓ）（適格機
関投資家限定）の受益証券

運 用 方 法

①主として、次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦ
ｓ）（適格機関投資家限定）の受益証券を通じ
て、米国の金融商品取引所上場株式（上場予定を
含みます。以下同じ。）に投資し、値上がり益の
獲得をめざします。
②次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適格
機関投資家限定）では、主として米国において取
引されている次世代の米国経済の主役となり得る
と判断した企業の株式に投資を行います。
③次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適格
機関投資家限定）では、原則として、為替リスク
を回避するための為替ヘッジを行いません。
④この投資信託は、次世代米国代表株ファンド
（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限定）とマネー
プールファンド（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限
定）に投資するファンド・オブ・ファンズです。
通常の状態で、次世代米国代表株ファンド（ＦＯ
Ｆｓ）（適格機関投資家限定）への投資割合を高
位に維持することを基本とします。

組 入 制 限 投資信託証券への投資割合には、制限を設けま
せん。

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、分
配対象額の範囲内で、下記イ．およびロ．に基づ
き分配します。ただし、分配対象額が少額の場合
には、分配を行なわないことがあります。
イ．計算期末の前営業日の基準価額（１万口当
り。既払分配金を加算しません。以下同じ。）
が10,500円未満の場合、原則として、配当等
収益の水準を考慮して決定した額を分配するこ
とをめざします。
ロ．計算期末の前営業日の基準価額が10,500円
以上の場合、原則として、当該基準価額に応
じ、下記の金額（１万口当り。）を分配するこ
とをめざします。
ａ.10,500円以上11,000円未満の場合…300円
ｂ.11,000円以上11,500円未満の場合…350円
ｃ.11,500円以上12,000円未満の場合…400円
ｄ.12,000円以上12,500円未満の場合…450円
ｅ.12,500円以上の場合 …………………500円
なお、計算期末の直前から当該計算期末までに基
準価額が急激に変動した場合等には、上記の分配
を行なわない場合があります。

ＹＭアセット・
優良米国株ファンド

運用報告書（全体版）
第９期（決算日　2019年７月22日）
第10期（決算日　2019年10月21日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　さて、「ＹＭアセット・優良米国株ファン
ド　愛称：トリプル維新（プレミア合衆
国）」は、このたび、第10期の決算を行ない
ました。
　ここに、第９期、第10期中の運用状況をご
報告申し上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

1－　　－

設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ダウ・ジョーンズ工業

株価平均（円換算ベース） 投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率 （参考指数） 期 中

騰 落 率

（設定日） 円 円 ％ ％ ％ 百万円
2017年４月21日 10,000 － － 10,000 － － 657

第１期末（2017年７月20日） 10,209 300 5.1 10,858 8.6 98.8 1,671
第２期末（2017年10月20日） 10,737 350 8.6 11,759 8.3 98.5 1,789
第３期末（2018年１月22日） 11,485 400 10.7 12,992 10.5 98.8 2,606
第４期末（2018年４月20日） 10,545 300 △  5.6 11,955 △  8.0 98.4 3,442
第５期末（2018年７月20日） 10,987 350 7.5 12,770 6.8 98.5 4,277
第６期末（2018年10月22日） 10,493 300 △  1.8 12,816 0.4 98.4 3,305
第７期末（2019年１月21日） 9,618 10 △  8.2 11,981 △  6.5 99.0 3,210
第８期末（2019年４月22日） 10,406 300 11.3 13,370 11.6 98.5 3,069
第９期末（2019年７月22日） 10,239 10 △  1.5 13,158 △  1.6 96.2 2,782
第10期末（2019年10月21日） 10,304 10 0.7 13,204 0.3 97.3 2,913

（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）ダウ・ジョーンズ工業株価平均（ダウ工業株30種）とは、ダウ・ジョーンズが米国を代表する30銘柄を選出し指数化したものです。日本では、

「ダウ平均」、「ＮＹ（ニューヨーク）ダウ」、「ダウ工業株30種」などと呼ばれています。当ファンドは、委託会社等の責任のもとで運用
されるものであり、ダウ・ジョーンズは、その運用成果および当ファンドの取引に関して、一切の責任を負いません。ダウ・ジョーンズ工業株
価平均（円換算ベース）は、ダウ・ジョーンズ工業株価平均をもとに、委託会社が計算したものです。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前々営業日の終値を採用しています。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

2－　　－

当作成期中の基準価額と市況の推移

決 算 期 年 月 日
基 準 価 額 ダウ・ジョーンズ工業

株価平均（円換算ベース） 投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％

第９期

（期　首）2019年４月22日 10,406 － 13,370 － 98.5
４月末 10,434 0.3 13,421 0.4 99.0
５月末 9,657 △7.2 12,379 △7.4 99.0
６月末 9,949 △4.4 12,847 △3.9 99.0

（期　末）2019年７月22日 10,249 △1.5 13,158 △1.6 96.2

第10期

（期　首）2019年７月22日 10,239 － 13,158 － 96.2
７月末 10,321 0.8 13,321 1.2 99.0
８月末 9,775 △4.5 12,407 △5.7 99.0
９月末 10,142 △0.9 13,033 △1.0 99.0

（期　末）2019年10月21日 10,314 0.7 13,204 0.3 97.3
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

3－　　－

基準価額等の推移について

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示
すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な
ります。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

運用経過

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50

8,600
8,800
9,000
9,200
9,400
9,600
9,800
10,000
10,200
10,400
10,600

第８期末
（2019.４.22）

第９期末
（2019.７.22）

第10期末
（2019.10.21）

（円） （億円）

分配金再投資基準価額（左軸）基準価額（左軸） 純資産総額（右軸）

■基準価額・騰落率
第９期首：10,406円
第10期末：10,304円（既払分配金20円）
騰 落 率：－0.8％（分配金再投資ベース）

基準価額の主な変動要因
　当作成期において、基準価額は1.0％の下落、分配金再投資基準価額は0.8％の下落となりました。くわ
しくは「投資環境について」をご参照ください。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

4－　　－

投資環境について
○米国株式市況
・当作成期の米国株式市況は上昇しました。米中の貿易問題の不透明感が継続していたことや、世界景気
の減速傾向などが懸念材料となる一方で、米国企業の１－３月期の決算発表において、市場予想を上回
る決算を発表する企業が多くみられたことが好感されました。米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のパウ
エル議長による議会証言などで、米金融政策の緩和姿勢が明確となったことなどを好感し、2019年５
月に一時的な調整はあったものの、７月末に至るまで市況は上昇基調にて推移しました。８月入り後は、
米中貿易摩擦激化などが悪材料となり、調整色を強める局面があったものの、当作成期首に比べ上昇に
て作成期を終えています。

○為替市況
・当作成期首に比べ、対米ドルで2.9％の円高・米ドル安となりました。リスク回避傾向の高まり等から
円は米ドルに対して上昇となりました。

ポートフォリオについて
○当ファンド
・当ファンドは、次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限定）とマネープールファン
ド（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限定）に投資するファンド・オブ・ファンズです。期を通して、次世
代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限定）の受益証券を高位に組み入れました。

○次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）
　基準価額は当作成期首に比べ0.3％（分配金再投資ベース）の下落となりました。
・米国の株式を主要投資対象とし、値上がり益の獲得をめざして運用を行いました。銘柄選定にあたって
は、今後の経済環境、社会構造に関する見通しを基に、変化に対応し成長が見込まれる投資銘柄を厳選
し、約30銘柄に投資を行ってまいりました。
・主として米国の強みであるインターネット、バイオ、医療機器などの重要性の高まりや、ミレニアル世
代台頭に伴う小売分野の構造変化を踏まえた新しい企業の成長に注目し、同時に、伝統的な老舗企業で
ありながら、絶え間ない自己革新により環境変化に対応する企業にも目を配りました。
・基本的には、景気が堅調に推移する環境下において、業績拡大余地の大きい銘柄に着目しましたが、景
気動向や市況動向の変化に対応する必要性から、随時ポートフォリオの調整を行いました。
・株価水準面での割安感にも留意し、銘柄選定を行いました。
・当作成期は変化が大きかった市況動向に対応し、適宜銘柄の見直しを行った結果、８銘柄の入れ替えを
行いました。また、企業ごとの業績動向を踏まえつつ、株価の動きに対応した個別銘柄の組入比率調整
を適宜行いました。
・業績が振るわなかった「NETAPP  INC」、「ALIGN TECHNOLOGY  INC」などの売却を行う一方で、
ライフサイエンス業界向けにソフトウェアを提供する「VEEVA SYSTEMS INC－CLASS A」、参入障
壁が高い会計ソフトウェア分野などで収益を拡大する「INTUIT  INC」、さらには半導体・電子回路設
計（ＥＤＡ）ツールの開発を行う「CADENCE DESIGN SYS INC」などを組み入れました。

○マネープールファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）
・コール・ローン等短期金融商品を活用し、利子等収益の確保を図りました。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

5－　　－

ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数（ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算ベー
ス））との騰落率の対比です。
　参考指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前々営業日の終値を採用しています。

（注）騰落率は分配金再投資基準価額の騰落率を表示しています。

分配金について
　１万口当り分配金（税込み）は第９期、第10期ともに10円といたしました。収益分配金の決定根拠は
下記の「収益分配金の計算過程（１万口当り）」をご参照ください。なお、留保益につきましては、運用
方針に基づき運用させていただきます。
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第９期
(2019.４.23
～2019.７.22)

第10期
(2019.７.23
～2019.10.21)

基準価額
ダウ・ジョーンズ工業株価平均
（円換算ベース）

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
第９期 第10期

2019年４月23日
～2019年７月22日

2019年７月23日
～2019年10月21日

当期分配金（税込み） （円） 10 10
対基準価額比率 （％） 0.10 0.10
当期の収益 （円） ― 10
当期の収益以外 （円） 10 ―

翌期繰越分配対象額 （円） 297 374
（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切捨てで算出し

ているためこれらを合計した額と「当期分配金（税込み）」の額が一致し
ない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税込み）」の期末基準
価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注３）「翌期繰越分配対象額」は、当期の分配金支払い後の「経費控除後の配当
等収益」、「経費控除後、繰越欠損金を補填した有価証券売買損益」、
「分配準備積立金」、「収益調整金」の合計であり、基準価額を上回る場
合があります。

■収益分配金の計算過程（１万口当り）
項 目 第９期 第10期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0.00円 24.57円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0.00 0.00
(ｃ) 収益調整金 307.20 359.63
(ｄ) 分配準備積立金 0.00 0.00
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 307.20 384.20
(ｆ) 分配金 10.00 10.00
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 297.20 374.20
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

6－　　－

○当ファンド
・次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）の受益証券の組入比率を、通常の状
態で高位に維持することを基本とします。

○次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）
・大きな変化が起こっている分野に注目し、変化に機動的に対応し、恩恵を受け得る新しい次世代企業に
投資します。現在は、インターネットやバイオ、医療機器などの分野の重要性の高まり、同分野での新
しい企業の台頭に注目しています。同時に、絶え間ない自己革新により、環境変化に対応し続けている
伝統的な老舗企業にも目を向け、より高い投資成果の達成をめざします。
・過去数十年の米国株式市況上昇を支えた経済規模の大きさと成長力、巨大な個人消費市場の存在、さら
には活発なイノベーションと新陳代謝が盛んな経済構造等は今後も市況上昇の要因になると思われます。
・米中貿易摩擦を巡っては依然として不透明感が払拭されず、世界経済の先行きへの不安は足元むしろ高
まっている感がありますが、米国の景気と企業業績については顕著な落ち込みはみられず、堅調な個人
消費に支えられ、巡航速度の成長を遂げていると思われます。また主要国の中央銀行が総じて金融緩和
的な姿勢を強めていることも市況の下支え要因になるとみています。
・株価水準面でも極端な割高感はないことを考えあわせますと、米中問題は市況の重石となるものの、下
値自体は堅いと思われます。

○マネープールファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）
◎運用環境の見通し
・物価は緩やかに上昇していくと予想していますが、日銀の物価目標である２％には届かないと思われま
す。したがって、今後も金融緩和政策が継続すると想定されることから、短期金利は低位で推移すると
予想しています。
◎今後の運用方針
・コール・ローンおよびＣＰ現先取引等への投資を通じて、安定した収益の確保をめざした運用を行う方
針です。

今後の運用方針
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

7－　　－

１万口当りの費用の明細

項 目

第９期～第10期

項 目 の 概 要（2019年４月23日～2019年10月21日）

金 額 比 率

信託報酬 47円 0.471％ 信託報酬＝各期中の平均基準価額×信託報酬率（年率）×各期の日数／年間の日数
期中の平均基準価額は9,998円です。

(投信会社) （19） （0.188） ファンドの運用の対価

(販売会社) （27） （0.269） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理等の
対価

(受託会社) （1） （0.013） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

売買委託手数料 ― ― 売買委託手数料＝各期中の売買委託手数料／各期中の平均受益権口数
有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ― 有価証券取引税＝各期中の有価証券取引税／各期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用 1 0.005 その他費用＝各期中のその他費用／各期中の平均受益権口数

(監査費用) （1） （0.005） 監査法人に支払うファンドの監査にかかる費用

合 計 48 0.476
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末

時点における「１万口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
（注３）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注４）比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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■総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた
数で除した総経費率（年率）は1.54％です。

総経費率（①＋②＋③） 1.54％
①このファンドの費用の比率 0.95％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.56％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.02％

（注１）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注５）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注６）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注７）投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。
（注８）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

運用管理費用
（販売会社）
0.54％

運用管理費用
（投信会社）
0.38％

運用管理費用以外
0.02％

運用管理費用
0.56％

投資先ファンド
0.58％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.01％

総経費率
1.54％ このファンド

0.95％

参考情報
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■売買および取引の状況
　投資信託受益証券

（2019年４月23日から2019年10月21日まで）
決 算 期 第 ９ 期 ～ 第 10 期

買 付 売 付
口 数 金 額 口 数 金 額

国

内

千口 千円 千口 千円
マネープール
ファンド(FOFs
用)(適格機関投
資家限定)

－ － － －

次世代米国代表
株 フ ァ ン ド
(FOFs用)(適格
機関投資家限定)

291,672.898 362,000 422,985.444 524,000

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当作成期間（第９期～第10期）中における利害関係
人との取引はありません。

■組入資産明細表
　国内投資信託受益証券
銘 柄 第 10 期 末

口 数 評 価 額 比 率
千口 千円 ％

マネープールファンド（ＦＯＦ
ｓ用）（適格機関投資家限定） 99.691 99 0.0

次世代米国代表株ファンド（ＦＯ
Ｆｓ用）（適格機関投資家限定） 2,246,999.316 2,836,162 97.3

合 計 金 額 2,247,099.007 2,836,262
銘 柄 数 < 比 率 > 2銘柄 <97.3％>

（注１）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2019年10月21日現在

項 目 第 10 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
投資信託受益証券 2,836,262 96.9
コール・ローン等、その他 90,642 3.1
投資信託財産総額 2,926,904 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2019年７月22日)、(2019年10月21日)現在

項 目 第 ９ 期 末 第 10 期 末
(Ａ) 資産 2,815,631,504円 2,926,904,727円

コール・ローン等 34,607,870 4,642,291
投資信託受益証券(評価額) 2,676,023,634 2,836,262,436
未収入金 105,000,000 86,000,000

(Ｂ) 負債 33,556,122 13,066,790
未払収益分配金 2,717,255 2,827,882
未払解約金 23,954,716 3,708,688
未払信託報酬 6,804,992 6,455,450
その他未払費用 79,159 74,770

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,782,075,382 2,913,837,937
元本 2,717,255,427 2,827,882,531
次期繰越損益金 64,819,955 85,955,406

(Ｄ) 受益権総口数 2,717,255,427口 2,827,882,531口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,239円 10,304円

（注）元本状況
期首元本額 2,949,945,890円 2,717,255,427円
追加設定元本額 95,561,152円 250,117,798円
一部解約元本額 328,251,615円 139,490,694円

■損益の状況
第９期　自2019年４月23日　至2019年７月22日
第10期　自2019年７月23日　至2019年10月21日

項 目 第 ９ 期 第 10 期
(Ａ) 配当等収益 4,671,534円 8,690,334円

受取配当金 4,676,627 8,695,081
受取利息 77 17
支払利息 △           5,170 △           4,764

(Ｂ) 有価証券売買損益 △ 37,770,969 23,901,696
売買益 11,728,167 24,683,263
売買損 △  49,499,136 △       781,567

(Ｃ) 信託報酬等 △  6,884,151 △  6,530,220
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 39,983,586 26,061,810
(Ｅ) 前期繰越損益金 △  1,043,002 △ 38,976,050
(Ｆ) 追加信託差損益金 108,563,798 101,697,528

(配当等相当額) (　  83,473,939) (　  84,280,955)
(売買損益相当額) (　  25,089,859) (　  17,416,573)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 67,537,210 88,783,288
(Ｈ) 収益分配金 △  2,717,255 △  2,827,882

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 64,819,955 85,955,406
追加信託差損益金 105,846,543 101,697,528
(配当等相当額) (　  80,756,684) (　  84,280,955)
(売買損益相当額) (　  25,089,859) (　  17,416,573)
分配準備積立金 － 4,121,495
繰越損益金 △  41,026,588 △  19,863,617

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注３）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表をご参照

ください。

CC_19599282_02_ostYM_優良米国株F_運用実績.indd   9 2019/12/11   14:12:15



ＹＭアセット・優良米国株ファンド

10－　　－

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
第 ９ 期 第 10 期

一万口当り分配金（税引前） 10円 10円

＜課税上の取り扱いについて＞
・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」に分か
れます。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となり、分配後の基準価額が個別元本を下
回る場合は、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）、残りの部分が普通分配金となります。
・受益者は普通分配金に対し課税されます。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合、個別元本から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の新しい個別元本
となります。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ」の適用対象
です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。

○該当事項はありません。

お知らせ

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ９ 期 第 10 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0円 6,949,377円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0円 0円
(ｃ) 収益調整金 83,473,939円 101,697,528円
(ｄ) 分配準備積立金 0円 0円
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 83,473,939円 108,646,905円
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 307.20円 384.20円
(ｇ) 分配金 2,717,255円 2,827,882円
(ｈ) １万口当たり分配金 10円 10円
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  運用報告に係わる情報 

次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用） 
（適格機関投資家限定） 

 

 
 

第９期（決算日：2019年６月７日） 

第10期（決算日：2019年９月９日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「次世代米国代表株ファンド

（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）」は、去る９月

９日に第10期の決算を行いましたので、法令に基づ

いて第９期～第10期の運用状況をまとめてご報告申

し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 2023年３月７日まで（2017年４月20日設定） 

運用方針 

次世代米国代表株マザーファンド受益証券へ
の投資を通じて、主として米国において取引
されている次世代の米国経済の主役となり得
ると委託者が判断した企業の株式に投資を行
います。マザーファンド受益証券の組入比率
は高位を維持することを基本とします。実質
組入外貨建資産については、原則として為替
ヘッジを行いません。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

次世代米国代表株マザーファン
ド受益証券を主要投資対象とし
ます。 

マ ザ ー
ファンド 

米国の株式を主要投資対象とし
ます。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。外貨建資産への実質
投資割合に制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。外貨建資産への投資割合
に制限を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

 

852583 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(円換算ベース) 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2017年４月20日 10,000 － － 14,126 － － － 10 

１期(2017年６月７日) 10,218 80 3.0 14,697 4.0 95.9 － 1,374 

２期(2017年９月７日) 10,580 80 4.3 15,117 2.9 98.0 － 1,853 

３期(2017年12月７日) 11,806 120 12.7 17,243 14.1 99.1 － 1,825 

４期(2018年３月７日) 11,680 20 △ 0.9 16,686 △ 3.2 97.7 － 3,112 

５期(2018年６月７日) 12,469 70 7.4 17,586 5.4 97.8 － 3,964 

６期(2018年９月７日) 12,748 100 3.0 18,238 3.7 97.4 － 3,809 

７期(2018年12月７日) 11,967 20 △ 6.0 17,864 △ 2.1 95.0 － 3,299 

８期(2019年３月７日) 12,113 70 1.8 18,201 1.9 97.8 － 3,196 

９期(2019年６月７日) 11,892 20 △ 1.7 17,720 △ 2.6 96.3 － 2,782 

10期(2019年９月９日) 12,312 40 3.9 18,195 2.7 94.9 － 2,700 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ダウ・ジョーンズ工業株価平均（ダウ工業株30種）とは、ダウ・ジョーンズが米国を代表する30銘柄を選出し指数化したものです。日

本では、「ダウ平均」、「ＮＹ（ニューヨーク）ダウ」、「ダウ工業株30種」などと呼ばれています。当ファンドは、委託会社等の責任のも

とで運用されるものであり、ダウ・ジョーンズは、その運用成果および当ファンドの取引に関して、一切の責任を負いません。ダウ・

ジョーンズ工業株価平均（円換算ベース）は、ダウ・ジョーンズ工業株価平均をもとに、委託会社が計算したものです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率 (円換算ベース) 騰 落 率 

第９期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年３月７日 12,113 － 18,201 － 97.8 － 

３月末 12,133 0.2 18,121 △0.4 97.5 － 

４月末 12,644 4.4 18,791 3.2 97.8 － 

５月末 11,799 △2.6 17,475 △4.0 95.6 － 

(期  末)       

2019年６月７日 11,912 △1.7 17,720 △2.6 96.3 － 

第10期 

(期  首)       

2019年６月７日 11,892 － 17,720 － 96.3 － 

６月末 12,185 2.5 18,153 2.4 91.4 － 

７月末 12,638 6.3 18,759 5.9 92.6 － 

８月末 12,173 2.4 17,818 0.5 93.6 － 

(期  末)       

2019年９月９日 12,352 3.9 18,195 2.7 94.9 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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○運用経過 
●当作成期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は当作成期首に比べ2.1％（分配金再投資ベース）の上昇となりました。 

 

  
（注） 参考指数は当作成期首の値をファンド基準価額（分配金再投資ベース）と同一になるよう指数化しています。 
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●基準価額の主な変動要因 
（上昇要因） 

米国株式市況全体の上昇や組入銘柄（VISA INC-

CLASS A SHARESなど）の値上がりが、基準価額の

上昇要因となりました。 

（下落要因） 

為替市況が円高・米ドル安となったことが基準

価額の下落要因となりました。 

 

●投資環境について 

◎米国株式市況 
・ 米国株式市況は上昇しました。 

・ 米中の貿易問題の不透明感が継続していたこと

や、世界景気の減速傾向などが懸念材料となる

一方で、米国企業の１-３月期の決算発表におい

て、市場予想を上回る決算を発表する企業が多

くみられたことが好感されました。米連邦準備

制度理事会（ＦＲＢ）のパウエル議長による議

会証言などで、米金融政策の緩和姿勢が明確と

なったことなどを好感し、2019年５月に一時的

な調整はあったものの、７月末に至るまで市況

は上昇基調にて推移しました。８月入り後は、

米中貿易摩擦激化などが悪材料となり、調整色

を強めましたが、当作成期首に比べ上昇にて作

成期を終えています。 

 

◎為替市況 
・ 当作成期首に比べ、対米ドルで4.2％の円高・米

ドル安となりました。リスク回避傾向の高まり

等から円は米ドルに対して上昇となりました。 

 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
＜次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格

機関投資家限定）＞ 

・ 次世代米国代表株マザーファンド受益証券を通

じて米国株式に投資を行いました。 

 

＜次世代米国代表株マザーファンド＞ 

・ 米国の株式を主要投資対象とし、値上がり益の

獲得をめざして運用を行いました。銘柄選定に

あたっては、今後の経済環境、社会構造に関す

る見通しを基に、変化に対応し成長が見込まれ

る投資銘柄を厳選し、約30銘柄に投資を行って

まいりました。 

・ 主として米国の強みであるインターネット、バ

イオ、医療機器などの重要性の高まりや、ミレ

ニアル世代台頭に伴う小売分野の構造変化を踏

まえた新しい企業の成長に注目し、同時に、伝

統的な老舗企業でありながら、絶え間ない自己

革新により環境変化に対応する企業にも目を配

りました。 

・ 基本的には、景気が堅調に推移する環境下にお

いて、業績拡大余地の大きい銘柄に着目しまし

たが、景気動向や市況動向の変化に対応する必

要性から、随時ポートフォリオの調整を行いま

した。 

・ 株価水準面での割安感にも留意し、銘柄選定を

行いました。 

・当作成期は変化が大きかった市況動向に対応し、

適宜銘柄の見直しを行った結果、９銘柄の入れ

替えを行いました。 

・ また、企業ごとの業績動向を踏まえつつ、株価

の動きに対応した個別銘柄の組入比率調整を適

宜行いました。 

・ 業績が振るわなかった「NETAPP INC」、「ALIGN 

TECHNOLOGY INC」などの売却を行う一方で、ラ

イフサイエンス業界向けにソフトウェアを提供

する「VEEVA SYSTEMS INC-CLASS A」、参入障壁

が高い会計ソフトウェア分野などで収益を拡大

する「INTUIT INC」、さらには半導体・電子回路

設計（ＥＤＡ）ツールの開発を行う「CADENCE 

DESIGN SYS INC」などを組み入れました。 

 

  

CC_19599282_03_ostYM_優良米国株F_三菱UFJ国際（次世代米国代表株F）.indd   15 2019/12/11   14:12:17



次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）

16－　　－

 

●分配金について 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市

況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通

りとさせていただきました。収益分配に充てな

かった利益（留保益）につきましては、信託財産中

に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 

 

【分配原資の内訳】 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第９期 第10期 

2019年３月８日～ 
2019年６月７日 

2019年６月８日～ 
2019年９月９日 

当期分配金 20  40  

(対基準価額比率) 0.168％ 0.324％ 

 当期の収益 20  40  

 当期の収益以外 －  －  

翌期繰越分配対象額 2,201  2,311  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金

込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出して

いるため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 
＜次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格

機関投資家限定）＞ 

・ マザーファンド受益証券を高位に組み入れる方

針です。 

 

＜次世代米国代表株マザーファンド＞ 

・ 大きな変化が起こっている分野に注目し、変化

に機動的に対応し、恩恵を受け得る新しい次世

代企業に投資します。現在は、インターネット

やバイオ、医療機器などの分野の重要性の高ま

り、同分野での新しい企業の台頭に注目してい

ます。同時に、絶え間ない自己革新により、環

境変化に対応し続けている伝統的な老舗企業に

も目を向け、より高い投資成果の達成をめざし

ます。 

・ 過去数十年の米国株式市況上昇を支えた経済規

模の大きさと成長力、巨大な個人消費市場の存

在、さらには活発なイノベーションと新陳代謝

が盛んな経済構造等は今後も市況上昇の要因に

なると思われます。 

・ 米中貿易摩擦を巡っては依然として不透明感が

払拭されず、世界経済の先行きへの不安は足元

むしろ高まっている感がありますが、米国の景

気と企業業績については顕著な落ち込みはみら

れず、堅調な個人消費に支えられ、巡航速度の

成長を遂げていると思われます。また主要国の

中央銀行が総じて金融緩和的な姿勢を強めてい

ることも市況の下支え要因になるとみています。 

・ 株価水準面でも極端な割高感はないことを考え

あわせますと、米中問題は市況の重石となるも

のの、下値自体は堅いと思われます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年３月８日～2019年９月９日) 

項 目 
第９期～第10期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 35  0.290  (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （作成期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） (34)  (0.276)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書 
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 0)  (0.001)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.013)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 16   0.133   (b)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数 
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 （ 株  式 ） (16)  (0.133)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.001   (c)有価証券取引税＝作成期中の有価証券取引税÷作成期中の平均受益権口数 
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 1   0.007   (d)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.005)  有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 52   0.431    

作成期中の平均基準価額は、12,227円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2019年３月８日～2019年９月９日) 

 

銘 柄 
第９期～第10期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
次世代米国代表株マザーファンド 61,890 133,980 328,229 703,660 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年３月８日～2019年９月９日) 

 

項 目 
第９期～第10期 

次世代米国代表株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 53,017,242千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 45,057,703千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.17   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年３月８日～2019年９月９日) 

 

＜次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜次世代米国代表株マザーファンド＞ 

区       分 

第９期～第10期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 790 － － 4,087 424 10.4 

平均保有割合 6.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とはモル
ガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2019年９月９日現在) 

 

銘 柄 
第８期末 第10期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

次世代米国代表株マザーファンド 1,521,848 1,255,509 2,684,278 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年９月９日現在) 

項 目 
第10期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

次世代米国代表株マザーファンド 2,684,278 98.9 

コール・ローン等、その他 28,660 1.1 

投資信託財産総額 2,712,938 100.0 
 

（注） 次世代米国代表株マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（45,808,692千円）の投資信託財産総額（46,526,653千円）

に対する比率は98.5％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝106.95円    

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第９期末 第10期末 

2019年６月７日現在 2019年９月９日現在 

  円 円 

(A) 資産 2,793,206,174   2,712,938,898   

 コール・ローン等 22,336,439   28,659,930   

 次世代米国代表株マザーファンド(評価額) 2,770,869,735   2,684,278,968   

(B) 負債 11,032,571   12,752,741   

 未払収益分配金 4,678,921   8,772,876   

 未払解約金 2,000,000   －   

 未払信託報酬 4,326,445   3,954,980   

 未払利息 38   57   

 その他未払費用 27,167   24,828   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,782,173,603   2,700,186,157   

 元本 2,339,460,770   2,193,219,059   

 次期繰越損益金 442,712,833   506,967,098   

(D) 受益権総口数 2,339,460,770口 2,193,219,059口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,892円 12,312円 
 
 

 

親投資信託残高 
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○損益の状況 

項 目 
第９期 第10期 

2019年３月８日～ 
2019年６月７日 

2019年６月８日～ 
2019年９月９日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △      3,381   △      3,797   

 受取利息 2   11   

 支払利息 △      3,383   △      3,808   

(B) 有価証券売買損益 △ 44,026,311   99,945,397   

 売買益 11,573,024   113,341,153   

 売買損 △ 55,599,335   △ 13,395,756   

(C) 信託報酬等 △  4,353,612   △  3,979,859   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 48,383,304   95,961,741   

(E) 前期繰越損益金 134,547,998   72,555,521   

(F) 追加信託差損益金 361,227,060   347,222,712   

 (配当等相当額) (  251,285,051)  (  248,069,766)  

 (売買損益相当額) (  109,942,009)  (   99,152,946)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 447,391,754   515,739,974   

(H) 収益分配金 △  4,678,921   △  8,772,876   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 442,712,833   506,967,098   

 追加信託差損益金 361,227,060   347,222,712   

 (配当等相当額) (  251,365,741)  (  248,192,698)  

 (売買損益相当額) (  109,861,319)  (   99,030,014)  

 分配準備積立金 263,733,458   236,794,439   

 繰越損益金 △182,247,685   △ 77,050,053   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 2,639,243,761円 

作成期中追加設定元本額 166,869,990円 

作成期中一部解約元本額 612,894,692円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末1.2312円です。 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年３月８日～ 
2019年６月７日 

2019年６月８日～ 
2019年９月９日 

費用控除後の配当等収益額 8,344,989円 10,737,136円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 

収益調整金額 251,365,741円 270,172,659円 

分配準備積立金額 260,067,390円 234,830,179円 

当ファンドの分配対象収益額 519,778,120円 515,739,974円 

１万口当たり収益分配対象額 2,221円 2,351円 

１万口当たり分配金額 20円 40円 

収益分配金金額 4,678,921円 8,772,876円 

 

  

CC_19599282_03_ostYM_優良米国株F_三菱UFJ国際（次世代米国代表株F）.indd   20 2019/12/11   14:12:18



次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）

21－　　－

 

○分配金のお知らせ  

 第９期 第10期 

１万口当たり分配金（税込み） 20円 40円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 
◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 
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運用報告に係わる情報 

マネープールファンド（ＦＯＦｓ用） 
（適格機関投資家限定） 

 

 
 

第17期（決算日：2019年５月20日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「マネープールファンド

（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）」は、去る５月

20日に第17期の決算を行いました。ここに謹んで運

用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／債券 

信託期間 無期限（2010年11月24日設定） 

運用方針 

マネー・マーケット・マザーファンド受益証
券への投資を通じて、わが国の公社債等に実
質的な投資を行い、利子等収益の確保を図り
ます。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

マネー・マーケット・マザーファ
ンド受益証券を主要投資対象と
します。なお、わが国の公社債等
に直接投資することがあります。 

マ ザ ー
ファンド 

わが国の公社債等を主要投資対
象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

マ ザ ー
ファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

851773 
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本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

13期(2017年５月22日) 10,031 0 △0.0 － － 10 

14期(2017年11月20日) 10,029 0 △0.0 － － 10 

15期(2018年５月21日) 10,027 0 △0.0 － － 10 

16期(2018年11月20日) 10,025 0 △0.0 － － 10 

17期(2019年５月20日) 10,022 0 △0.0 － － 10 
 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2018年11月20日 10,025 － － － 

11月末 10,025 0.0 － － 

12月末 10,024 △0.0 － － 

2019年１月末 10,024 △0.0 － － 

２月末 10,024 △0.0 － － 

３月末 10,024 △0.0 － － 

４月末 10,023 △0.0 － － 

(期  末)     

2019年５月20日 10,022 △0.0 － － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は期首に比べ0.03％下落となりました。 

 

  
 

●基準価額の主な変動要因 
（下落要因） 

信託報酬等コストなどが基準価額にマイナスに

影響しました。 

 

●投資環境について 

◎国内短期金融市場 
・ 当期の短期金融市場をみると、日銀は長短金利

を操作目標として金融市場調整を行いました。

コール・レート（無担保・翌日物）はマイナス

圏で推移し、2019年５月20日のコール・レート

は－0.068％となりました。 

 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
＜マネープールファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関

投資家限定）＞ 

・ 期を通じて、マネー・マーケット・マザーファン

ド受益証券への投資比率を高位に維持しました。 

 

＜マネー・マーケット・マザーファンド＞ 

基準価額は期首に比べ横ばいとなりました。 

 

・ コール・ローン等短期金融商品を活用し、利子

等収益の確保を図りました。その結果、利子等

収益は積み上がったものの、運用資金に対する

マイナス金利適用などの影響を受けて、基準価
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額は横ばいとなりました。 

 

●分配金について 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市

況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通

りとさせていただきました。収益分配に充てな

かった利益（留保益）につきましては、信託財産中

に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 

 

【分配原資の内訳】 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第17期 

2018年11月21日～ 
2019年５月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 48  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配

金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出して

いるため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

○今後の運用方針 
＜マネープールファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関

投資家限定）＞ 

◎今後の運用方針 
・ マネー・マーケット・マザーファンド受益証券

の組入比率を高位に保ち、マザーファンドの

ポートフォリオの構成に近づけた状態を維持す

る方針です。 

 

＜マネー・マーケット・マザーファンド＞ 

◎運用環境の見通し 
・ 物価は緩やかに上昇していくと予想しています

が、日銀の物価目標である２％には届かないと

思われます。したがって、今後も金融緩和政策

が継続すると想定されることから、短期金利は

低位で推移すると予想しています。 

 

◎今後の運用方針 
・ コール・ローンおよびＣＰ現先取引等への投資

を通じて、安定した収益の確保をめざした運用

を行う方針です。 

 

 

  

CC_19599282_05_ostYM_優良米国株F_三菱UFJ国際（マネープールF（FOFs用））.indd   33 2019/12/11   14:12:22



マネープールファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）

34－　　－

○１万口当たりの費用明細 (2018年11月21日～2019年５月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 1  0.015  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） (0)  (0.005)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書 
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (0)  (0.005)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (0)  (0.005)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.000   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ そ の 他 ） (0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 1   0.015    

期中の平均基準価額は、10,023円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、簡便法により算出した結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2018年11月21日～2019年５月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
マネー・マーケット・マザーファンド 1,028,552 1,047,374 1,028,554 1,047,377 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2018年11月21日～2019年５月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 
 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2019年５月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 9,988 9,985 10,168 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年５月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

マネー・マーケット・マザーファンド 10,168 99.1 

コール・ローン等、その他 97 0.9 

投資信託財産総額 10,265 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年５月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 10,265,142   

 コール・ローン等 96,403   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 10,168,729   

 未収入金 10   

(B) 負債 70,962   

 未払信託報酬 70,962   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,194,180   

 元本 10,171,417   

 次期繰越損益金 22,763   

(D) 受益権総口数 10,171,417口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,022円 

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 10,171,417円 

期中追加設定元本額 1,047,486,035円 

期中一部解約元本額 1,047,486,035円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0022円です。 

○損益の状況 (2018年11月21日～2019年５月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     5   

 支払利息 △     5   

(B) 有価証券売買損益 69,312   

 売買益 △23,796   

 売買損 93,108   

(C) 信託報酬等 △70,962   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 1,655   

(E) 前期繰越損益金 △    78   

(F) 追加信託差損益金 24,496   

 (配当等相当額) (  50,814)  

 (売買損益相当額) (△26,318)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 22,763   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 22,763   

 追加信託差損益金 24,496   

 (配当等相当額) (  49,136)  

 (売買損益相当額) (△24,640)  

 分配準備積立金 154   

 繰越損益金 △ 1,887   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2018年11月21日～ 
2019年５月20日 

費用控除後の配当等収益額 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 49,136円 

分配準備積立金額 154円 

当ファンドの分配対象収益額 49,290円 

１万口当たり収益分配対象額 48円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 
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